
（様式第４号） 

協働推進モデル事業計画書（本提案用） 

(記載が複数ページにわたっても良いので、できるだけわかりやすく具体的に記載してください。ただし、この企画

書はA4サイズ４ページ以内で作成してください。) 

提
案
団
体
名

団体名 特定非営利活動法人 岡山県マンション管理組合連合会（担当者 佐藤 好英） 

合同提案団体 
（＊協議体・実行委

員会等で提案され

る場合は構成団体

をすべて記載して

ください。） 

協働する岡山市の 

担当課等と担当者 

課名 岡山市住宅課 電話 ８０３－１４６６ 

担当者

2 名

職名 計画係長 職名 主任 

氏名 岡村 誠 氏名 片山 みき子 

提案事業の名称 マンションアドバイザー派遣事業 

提案事業の目的 マンション管理組合に出向き、管理運営上の諸問題への相談および支援等に応じる。

解決をはかりたい課題

の緊急性・重要性等（市

民ニーズ含む） 

※ニーズ把握等で行

 った調査資料等が

 ある場合は添付し

てください。 

１.解決をはかりたい課題と現状 

・現状：マンションのコミュニティのなさと管理への無関心さ 

・課題：マンションのスラム化を防ぎ、適正な管理と管理組合の自主・自立。 

２.市民ニーズ 

・マンション問題は、住宅問題から福祉問題まで幅広く多岐にわたる。 

・マンション管理に関する個別相談のニーズがある。 

３. 課題解決の方策 

① マンション管理組合（理事会等）に休日、時間帯にかかわらず、専門家等を派遣し、 

 マンションの諸問題についての相談および支援等を行う。 

② マンションをコンパクトタウン（社会インフラ）ととらえ、岡山市としてもマンション

施策にも力点を置く。 

協働の必要性 

及び効果と目標 

（協働の役割分担を

含む） 

１.協働の必要性と相乗効果 

・必要性：マンション管理の問題把握とその共有化 

・相乗効果：建物等の住宅部分の維持管理以外に、居住者の医療・健康・福祉等への相乗効

果が期待できる（いわゆる『二つの老い』、建物の老朽化と居住者の高齢化）。

２.提案団体が果たす役割 

・マンション管理への関心の周知   ・管理組合の合意形成づくり 

・マンションの実態把握（事例収集し、管理組合へフィードバック） 

３.岡山市の担当課等が果たす役割 

・マンション管理組合への広報等（事業内容の案内等） 

４．期待する事業成果・目標値等

 ・マンション管理組合の自主・自立を促すための問題提起。 

 ・岡山市内マンション管理組合への関心・周知拡大。 

・急増する老朽化マンションいわゆる『限界マンション』の撲滅を図る（再生化）。 

 ・派遣件数：１０管理組合、解決へ向けての方向づけ：５管理組合。 

 ・岡山市のマンションの実態把握（６管理組合程度）。 



事業の内容 

① 専門家等をマンション管理組合（理事会等）へ派遣し、相談・支援等を行う。 

② 岡山市をはじめ、他の専門家等につなげるためのコーディネーター事業。 

③ マンションの実態把握（６管理組合程度）。 

事業の実施体制 

１．総括責任者  

伊東 靖太 

２．個別事業責任者 

佐藤 好英 

３．事業実施にあたっての専門性やノウハウ

（資格者等） 

・１級建築士 ・給排水等設備 ・電気設備 ・行政書士 ・宅地建物取引主任者 

・マンション管理士 ・ファイナンシャル・プランナー ・介護福祉士 

事業スケジュール 

月 実施事業内容 

平成２７年

５月 

「市民のひろば」、ホームページ等で広報 

平成２７年

６月 

事業開始 

（月１回） 

休日、時間帯を問わず、マンション管理組合（理事会等）へ専門家等を

派遣（二人体制で、概ね２時間程度）する。 

平成２７年

６月から 

平成２８年

３月まで 

概ね６マンション管理組合の実態把握を行う。 

実施する上で連携が

必要と思われる団体

と期待される役割 

名称 期待される役割 

＊将来、連携が必要と思われる。 ＊高齢居住者の介護・福祉等との連携

岡山市高齢者福祉課

岡山市社会福祉協議会

事業の展望及び 

今後の活動展開 

□ＮＰＯがネットワークを構築し、他団体と連携し実施することを目指す。 

✓岡山市の一般施策としていくことを期待する。 

□次年度以後も協働での実施を希望。 

□その他（                          ） 

具体的な目標（計画）があれば記載してください。 

他の政令都市並みに、岡山市全域の『マンションの実態把握』を早急に実施する必
要がある。そのためにも、『マンション管理組合登録制度』を設けるなど、当ＮＰＯ
が岡山市と継続的に事業を展開していきたい。 



協 働 事 業 収 支 予 算 書 

提 案 事 業 名 マンションアドバイザー派遣事業 

＜収 入＞ 

費  目 金  額 内  訳 

自
己
資
金
等

申請団体 

自己資金 

５２，２００円

合同提案団

体負担金等 

   自己資金等合計(ａ)  ５２，２００円

事業

収入

見込

事業収入見込合計（ｂ）       ０円

岡山市補助金申請額(ｃ) ２０７，０００円

収入合計(ｃ)＝(ａ)+(ｂ)＋(c) ２５９，２００円

＜支 出＞ 

費  目 金  額 内  訳 

事
業
実
施
経
費

① 人材派遣費 

② 交通費 

１７２，８００円

 ４３，２００円

二人体制で、一人１時間４，０００円 

月１回、１回２時間を見込む（税別） 

＊４，０００円×２（時間）×２（人）

×１０（回）×１．０８（消費税分）

 ＝１７２，８００円

一人１回２，０００円を見込む（税別）
＊２，０００円×２（人）×１０（回）

 ×１．０８（消費税分） 

 ＝４３，２００円 

事業実施経費合計（ｄ） ２１６，０００円

管
理
運
営
経
費

③ 消耗品費 

④ 通信費 

③ 雑 費 

 ２１，６００円

 １０，８００円

 １０，８００円

コピー代、インク代等消耗品（税込） 

郵便代、宅配便代等（税込） 

上記以外の諸費用（税込） 

管理運営費合計（ｅ）  ４３，２００円

総事業費(ｆ)＝(d)＋(e) ２５９，２００円 ※収入合計（ｃ）と同額 

（添付書類等）１．人件費等については、積算の根拠（これまでの実績や独自の単価表）を添付す

ること 

      ２．参加料などの事業収入を見込む場合は「収入見込み」欄に計上すること 

（様式第５号）


